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（４）文化活動  

ア 現状と課題  

アルカスＳＡＳＥＢＯや市民文化ホールなどの市内各文化施設では、

音楽・演劇などのさまざまな舞台芸術の提供や各種公演が開催されて

いる。鑑賞事業のほかにも、市民がさまざまな形で参加できる市民参加

型事業も積極的に実施している。美術部門では島瀬美術センターにお

いて、企画展や収蔵品展が開催され、文化芸術の鑑賞機会を提供するよ

うに努めている。また、市民の芸術発表の場としても活用されている。

文化団体の活動や発表、市民参加型事業へ高齢者の活発な参加が見ら

れる。そのほかにも、市内の文化イベント情報を発信するなどして、市

民が文化芸術に親しめる環境づくりに努めている。  

イ 今後の方針  

さまざまな文化芸術に関する鑑賞意欲や創造意欲に応えるため、市

民のニーズや時代の動向等を踏まえ、アルカスＳＡＳＥＢＯや市民文

化ホール、島瀬美術センターなどの市の主要文化施設を拠点に、各文化
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施設の特性等を活かして、鑑賞事業をはじめ、市民参加型の文化事業な

どの事業展開を図る。  

このほか文化芸術への関心を喚起し、高齢者を含めた市民すべてに

文化芸術に触れるきっかけづくりや理解を深めてもらうために、情報

の発信を図る。  

ウ 実績等  

佐世保市は、以下のような事業を展開している（共催等を含む）。な

お、各事業の対象者等を高齢者に限定しているわけではない。  
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【意見】  

 佐世保市は、高齢者を含むすべての市民の文化活動参加を謳っているが、

具体的な取り組みは行われていない。高齢者と若年者では同じ文化芸術であ

っても好みの傾向は異なるであろうことは容易に推測される。佐世保市とし

て、高齢者の文化活動参加を促すことを目的に掲げるのであれば、高齢者を

対象とした文化活動支援事業を実施することを検討していただきたい。 

 

（５）生涯スポーツ  

ア 現状と課題  

高齢者の生きがいづくりに加え、健康づくりのためにスポーツ活動

をする人が増加している。スポーツ活動は老化の進行を抑え、いつまで

も健康な日常生活を送るために欠かせないものである。高齢者自身が

そのことを自覚し、自ら進んでスポーツ活動を行おうとする意欲の喚
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起に努めている。  

イ 今後の方針  

より健康で明るいライフスタイルを送るため、各種スポーツ団体の

協力を得ながら高齢者を含むすべての市民に、より一層スポーツの楽

しさを伝えるとともに、地域の持つ特色を活かしたスポーツによる交

流を図っていく。また、生涯スポーツ環境づくりにも十分配慮しなが

ら、高齢者の社会参加を促進していく。さらに、行政主体の活動だけで

はなく総合型地域スポーツクラブへの支援を行っていく。  

   ウ 実績等  

佐世保市として、対象を高齢者に限定した事業は行っていない。  

 

【意見】  

佐世保市は、高齢者を含むすべての市民のスポーツ参加を謳っているが、具

体的な取り組みは行われていない。高齢者は運動機能に支障がある場合も多く、

運動能力も劣ることが多いのであるから、スポーツ活動への参加を促すに際し

ても特別の配慮が必要となると考えられる。佐世保市として、高齢者のスポー

ツ参加を促すことを目的に掲げるのであれば、高齢者を対象としたスポーツ参

加支援事業を実施することを検討していただきたい。  

 

２ 社会参加の基盤整備  

（１）敬老特別乗車証交付事業  

ア 概要  

  高齢者が心身の健康を保ち、社会活動への参加促進及び外出支援等、

高齢者福祉の向上を図ることを目的として、７５歳以上の市民の方に

対して、佐世保市内（佐々町の一部を含む）の路線バスに無料で乗車

できる乗車証（敬老パス）を交付している。  
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  なお、報道によると、佐世保市より諮問を受けた保健福祉審議会高

齢者福祉専門分科会が年間８０００円の共通券交付方式へ見直す案を

答申するなど、今後の制度改正が想定される。  

イ 現状と課題  

佐世保市の７５歳以上の方を対象に交付している敬老特別乗車証に

ついては、西肥バス・させぼバスいずれも無料で乗車できる。２０２２

（令和４）年度の交付者数は約２２０００人、交付率は約５５％となっ

ている。  

ウ 今後の方針  

敬老特別乗車証を交付することにより、高齢者が気軽に外出し、社会

参加しやすくなるなどの効果が期待される。高齢者の仲間づくり、心身

の健康保持などにもつながることから、今後も継続する。一方では、高

齢化が一層進み、敬老特別乗車証の交付者数の増加による財政負担の

増大も懸念されるため、バス事業者の協力を得ながら、持続可能な制度

となるよう努めていく。  

エ 実績等  

 

 

 

【意見】  

 今後制度の見直しが行われるのであれば、その制度内容や運用状況を見極め

る必要があるものの、佐世保市の財政状況が厳しいことや今後の高齢者人口の

推移を考えると、支援制度の必要性は認められるものの、定期的に費用対効果
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や適切な支援内容を慎重に検証し、将来的に持続可能な制度内容をさらに検討

する必要があると考える。  

 

（２）生涯ボランティア  

ア 現状と課題  

高齢化社会を迎え、元気に生活できる老後の期間が長くなることに

伴い、この期間をいかに充実して暮らすかということが、高齢者にとっ

て切実な問題となっている。この急激な社会変貌の中、高齢者への役

割、期待はますます大きくなっており、また、高齢者自身が考える高齢

者像も変化している。  

このような現状の中、高齢者が生きがいを持ち、生涯を通じて活動で

きるボランティア活動を積極的な社会参加活動として位置づけ、活発

化させる必要がある。高齢者自身がこれまで培った知識や技術を活か

し、若い人たちを指導・応援していくなど、ボランティア活動の担い手

となることが望まれるほか、時間的余裕があるなどボランティア活動

に参加しやすい条件が整っている。  

高齢者自らがボランティア活動を通して、地域住民とのつながりを

持ち、思いやりを持ってともに支え合い、助け合うという「ともに生き

る、まちづくり」の精神が育まれ活かされるものと期待されている。  

イ 今後の方針  

高齢者が、ボランティア活動を通じて社会参加への意欲を実現し、自

らの生活をより豊かなものにしていくために、社会参加を促進するた

めの環境整備に努めていく。  

また、社会福祉協議会が運営するボランティアセンターにおいて、高

齢者が参加しやすいボランティア活動の企画や情報発信に努めるほか、

現在、社会福祉協議会や地域包括支援センターが推進している地域で
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のサロン活動などへの協力を呼びかけるなど、地域福祉活動への参加

を通じてボランティア活動への意識啓発を図っていく。  

ウ 実績等  

 

 
 

ボランティアの活動内容の一覧は以下のとおりである。  
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【意見】  

登録ボランティア数はほぼ横ばいであり、固定化の傾向があると推測される
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が、これは継続性の観点から望ましいとはいえない。新規登録を促すべく、市

としても積極的に広報等の支援を行うべきである。活動依頼に対する活動提供

という観点からみれば、マッチング率は比較的高い傾向にあるが、活動希望数

と活動依頼数には大きな隔たりがあり、十分に機能しているとは言い難い。今

後は、ボランティア需要と供給を適切に把握し、需要が高い部分に対応可能な

人材確保に努めていただきたい。  

 

（ボランティアセンター広報）  

 
 

（３）地域活動  

ア 現状と課題  

地域住民の力で、自分たちのまちを明るく住みよいまちにするため

に、各地域において町内会などが組織され、防犯や福祉、子育て、環境
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美化など暮らしに密着した活動が行われている。各町内会では、町内公

民館を主な活動拠点として、老人会活動や子ども会活動、婦人会活動な

どのほか、地域住民の交流や親睦を深めるためのイベントなどが実施

されている。このような地域活動を促進するため、町内会などの活動や

拠点施設の整備などに対して助成制度を設けるなど活動の支援を行っ

ている。  

また、「佐世保市地域コミュニティ活性化推進条例」において、市長

が認定する地区自治協議会は、地域コミュニティの維持・再構築又は形

成、地域課題の解決、地域の活性化などに取り組むことを定めており、

この地区自治協議会の運営・活動の充実や地域コミュニティの活性化

を推進していくための支援を行っている。  

その他にも、民生委員・児童委員による地域における身近な相談相手

や、見守り役としての活動も行っている。  

高齢者にとって、このような地域でのさまざまな活動に参加するこ

とは、地域社会の一員としての自覚や生きがいづくりにつながってお

り、ひいては地域の活性化につながる。  

イ 今後の方針  

地域活動がより活発なものとなり、高齢者の社会参加や生きがいづ

くりにつなげていくためにも、引き続き町内会などへの活動支援を行

うとともに、町内会の活性化や活動が円滑に行われる仕組みづくりに

努める。  

また、町内公民館等の施設整備に対する支援を行うなど、高齢者が参

加しやすい環境整備も図る。さらに、コミュニティセンターを拠点とし

た「地区自治協議会」の活動・運営を支援することで、住民主体の自治

に向けた取組を推進する。その他、民生委員・児童委員活動への支援や

体制の充実を図ることで、地域住民としての意識の高揚や地域福祉向
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上のための活動への参加を促進する。  

ウ 実績等  

（ア）町内会  

ａ 佐世保市における支援内容  

佐世保市としては、町内会は生涯学習の基盤と考えていることか

ら、町内会の活性化と各地域の特性を活かしたまちづくり活動の促

進を目的として、町内会が行う活動に対して補助金（佐世保市まち

づくり促進事業費補助金等）を交付している。また、町内会長向け

に研修を行うとともに、個別の相談にも応じている。  

２０２４（令和６）年度の町内会会長研修アンケート結果は以下

のとおりである。  
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